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No 1134号
働くルールの確立で

人間性の回復を

長
期
に
困
難
な
闘
い
が
強

い
ら
れ
て
い
る
明
治
乳
業
争

議
。
市
川
工
場
事
件
（
32
名
）

の
都
労
委
申
立
か
ら
27
年
目

を
迎
え
、
10
事
業
所
（
32
名
）

の
全
国
事
件
か
ら
で
も
17
年

が
経
過
し
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
64
名
（
す

で
に
10
名
が
故
人
）
の
争
議

団
は
、
市
川
工
場
事
件
へ
の

最
高
裁
敗
訴
確
定
に
屈
す
る

こ
と
な
く
、「
こ
の
ま
ま
で
は

人
生
終
え
ら
れ
な
い
…
」「
明

治
乳
業
の
不
当
労
働
行
為
・

差
別
は
絶
対
に
許
さ
な
い
」

の
決
意
を
一
つ
に
団
結
を
深

め
、
全
国
各
地
で
闘
い
を
前

進
さ
せ
て
い
ま
す
。

食
の
「
安
全
・
安
心
」
と

結
合
し
た
会
社
包
囲
の
闘
い
、

明
治
乳
業
の
不
当
労
働
行
為

や
深
刻
な
差
別
を
、
改
め
て

鮮
明
に
し
た
都
労
委
「
全
国

事
件
」
の
闘
い
な
ど
、
支
援

共
闘
会
議
を
軸
に
多
く
の
ご

支
援
と
励
ま
し
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
困
難
を
分
か
ち
合

い
力
を
寄
せ
合
っ
て
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
い
ま
、
全
面
解
決

へ
の
道
筋
を
切
り
拓
く
重
要

な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

10
月
24
日
に
行
わ
れ
た
都

労
委
で
は
、
会
社
側
証
人
の

反
対
尋
問
の
終
了
後
に
行
わ

れ
た
「
進
行
協
議
」
で
、
和

田
公
益
委
員
よ
り
、「
本
日
を

持
っ
て
証
人
調
べ
を
終
了
と

し
、
11
月
30
日
を
結
審
日
と

し
た
い
」
旨
の
審
査
指
揮
が

あ
り
、
申
立
人
、
会
社
・（
株
）

明
治
と
も
に
こ
の
提
案
を
了

承
し
ま
し

た
。
こ
れ

は
、
全
国

事
件
の
審

査
が
最
終

盤
を
迎
え

る

中

で

、

「

担

当

公

益
委
員
が

今
期
（
11

月
末
）
で

退
任
」
と

の
問
題
が
発
生
、
申
立
人
ら

は
、「
審
査
終
盤
で
公
益
委
員

が
退
任
と
は
、
迅
速
・
正
確

な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
労
働

委
員
会
の
使
命
に
も
逆
行
す

る
」
と
主
張
、「
心
象
形
成
が

さ
れ
て
い
る
公
益
委
員
が
命

令
に
責
任
を
持
つ
べ
き
」
と

要
求
実
現
し
た
も
の
で
す
。

今
後
、
現
公
益
委
員
の
任
期

が
切
れ
て
も
「
命
令
」
に
深

く
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

争
議
団
・
支
援
共
闘
会
議
・

弁
護
団
は
、
こ
の
機
を
逸
し

ず
「
勝
利
命
令
に
向
け
た
闘

い
と
、
会
社
を
決
定
的
に
包

囲
す
る
闘
い
」
を
一
気
に
進

め
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

不
当
労
働
行
為
・
差
別
事

件
の
最
後
に
残
さ
れ
た
全
国

的
大
型
争
議
で
あ
る
明
治
乳

業
争
議
。
全
面
解
決
へ
の
道

筋
を
切
り
拓
く
、
表
記
、「
11
・

29
総
決
起
集
会
」
へ
の
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

明治乳業争議の早期全面解決をめざす

11・29総決起集会
○日時 11月29日(火)

午後6時30分～8時30分
○場所 全労連会館2階大ホール

(文京区湯島2-4-４)

9月15日、「東京地評争議支援総行動」の明治ホールディグス前、86団体200名余が抗議の声を。

◇JRお茶の水駅から徒歩８分

◇地下鉄お茶ノ水駅から徒歩７分

◇地下鉄本郷駅から徒歩１２分

(4)

まずは紙面
をいただいて

嬉しい思いで
す。

市浦労連に
参加して８年

の間、米元さ

ん、大井さん
や村山さんはじめ明乳争議団の

皆さんの個性に接しつつ、闘い
は団結と統一の原則性を貫き、

且つ多くの人々との連帯の輪を
築く、そんなことを何度も垣間

見、羨ましく敬意さえ感じてい

ます。
その後、争議の歴史を裁判資

料や山形暁子さんの一文から知
り、ほぼ同時代人として描いた

姿は、私と同じように忘れ難い
「田舎」を胸に抱きながら「都

会」生活で形成していった労働

者観と、60年代70年代の世の中
から培った社会観世界観の青年

時代だったのではないかという
こと。私自身一日に二つ三つの

仕事で過ごした４年間は市川で
したから、その時代に同じ市川

でとも思うのです。
実は、80年代の浦安での選挙

戦でご一緒したのが小関さんで、

中学生と組合に格闘していたの
でしょう、明乳争議のことは知

らずの日々。いまは闘いに敬服
しております。

日頃のご支援に心より感謝申し上げます。

「明治乳業争議と震災・復旧復興支援」への夏季物販にご協力いた

だきありがとうございました。還元金から５％に当たる５，３７２円

を義援金として拠出させていただきます。

誌面、一面でも訴えさせていただいていますが、明乳争議も27年目

を闘って、局面はいよいよ大きな山場を迎えようとしています。これ

からの一年は、27年間の熱い思いをを凝縮した闘いと決意しています。

引き続き同主旨による「冬季物販」を取り組んでおります。皆様方

からの一層のご支援を宜しくお願い申し上げます。

明乳争議と私

市川労連議長

中陣春夫さん

中陣春夫さん

大
阪
の
皆
は
彼
の
こ
と
を
「
ビ
ン
ち
ゃ
ん
」
と
呼

ぶ
。
九
州
は
宮
崎
育
ち
の
好
男
子
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
野
球

サ
ー
ク
ル
で
活
躍
。
会
社
は
サ
ー
ク
ル
活
動
を
嫌
い
、
練
習
日
や
試

合
の
日
に
休
み
を
取
る
事
を
妨
害
し
、
わ
ざ
わ
ざ
別
に
野
球
部
を
結

成
し
て
サ
ー
ク
ル
に
ま
で
楔
を
打
ち
込
ん
だ
。

「
ビ
ン
ち
ゃ
ん
」
は
仕
事
も
活
動
も
実
に
真
面
目
に
コ
ツ
コ
ツ
と

こ
な
す
。
そ
ん
な
彼
だ
か
ら
皆
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
常
に
組
合
役

員
に
も
立
候
補
し
続
け
た
。
大
阪
で
の
「
思
想
差
別
裁
判
」
で
は
原

告
と
し
て
十
一
年
半
た
た
か
い
続
け
、
勝
利
和
解
を
勝
ち
取
っ
た
。

そ
ん
な
「
ビ
ン
ち
ゃ
ん
」
が
再
び
都
労
委
の
申
立
人
と
し
て
頑
張
り

続
け
て
い
る
。

日
頃
は
物
静
か
で
コ
ツ
コ
ツ
の
「
ビ
ン
ち
ゃ
ん
」
が
カ
ラ
オ
ケ
を

歌
い
、
一
杯
や
り
な
が
ら
熱
く
語
る
姿
は
魅
力
だ
。

今
は
、
信
貴
・
生
駒
連
峰
を
一
つ
越
え
た
、
大
阪
よ
り
は
ち
ょ
っ

と
だ
け
空
気
の
良
い
奈
良
県
で
奥
さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
。
ゆ
っ
く
り

で
き
る
か
と
思
い
き
や
、
奈
良
の
皆
が
そ
う
は

さ
せ
て
く
れ
な
い
。

奈
良
の
地
元
で
単
車
を
走
ら
せ
て
地
域
運
動
の

毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

市
川
工
場
事
件
申
し
立
て
よ
り
、

27
年
間
闘
い
続
け
た
久
保
政
宣
さ

ん
は
９
月
20
日
、
突
然
心
臓
病
で

静
か
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

思
え
ば
、
素
朴
で
少
々
頑
固
の
東
北
は
青
森
県
出
身
で
、

若
い
こ
ろ
千
葉
県
勤
労
者
学
校
や
通
信
教
育
を
卒
業
し
、
申

立
人
の
基
礎
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

海
釣
り
、
外
国
旅
行
な
ど
の
仲
間
も
多
く
誰
と
で
も
親
し

く
楽
し
い
人
で
し
た
。

定
年
後
も
、
争
議
団
員
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
反
面
体
調
不
良
と
の
た
た
か
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
久
保
ち
ゃ
ん
」
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
好
き

な
お
酒
を
飲
み
、
得
意
な
青
森
民
謡
を
唄
っ
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
、
吉
報
を
報
告
し
ま
す
。

長
い
間
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

団員の

横 顔

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

市
川
工
場
申
立
人

久
保
政
宣
さ
ん

逝
去

久保政宣さん

訃報

ー
全
国
事
件
ー

大
阪
申
立
人

七
枝

敏
さ
ん



（２）

９
月
25
日
、

千
葉
県
支
援

共
闘
会
議
の

主
催
で
、
千

葉
県
松
戸
市

在
住
の
（
株
）

明
治
「
浅
野

茂
太
郎
社
長

宅
」
へ
の
宣

伝
・
要
請
行

動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、

社
前
要
請
行

動
の
一
切
を

拒
否
し
て
い

る
会
社
対
応

へ
の
抗
議
を
含
め
、
直
接
社
長
宅

に
要
請
を
行
う
行
動
で
あ
り
、
今

年
は
２
月
・
３
月
に
続
く
３
回
目

で
す
。
行
動
に
は
38
名
が
参
加
し
、

６
班
の
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
隊
に
分
か

れ
て
辻
宣
伝
（
合
計
54
ヶ
所
）
を

行
い
、
２
３
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
を

社
長
宅
周
辺
一
帯
に
ポ
ス
テ
ン
グ

し
ま
し
た
。

特
に
、
福
島
原
発
事
故
で
「
牛

乳
は
大
丈
夫
な
の
？
」
の
不
安
が

強
ま
る
な
か
、
「
明
治
は
独
自
の

放
射
能
汚
染
検
査
を
行
い
学
校
給

食
牛
乳
な
ど
の
安
全
を
守
れ
」
な

ど
の
辻
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
が
、

地
域
住
民
か
ら
関
心
と
激
励
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
行
動
の
最

後
に
、
参
加
者
全
員
で
浅
野
社
長

宅
に
要
請
に
行
き
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
不
在
で
し
た
。

千
葉
県
支
援
共
闘
会
議
で
は
、

社
長
に
解
決
の
決
断
を
せ
ま
る
地

元
の
重
要
行
動
と
し
て
、
今
後
も

争
議
の
局
面
を
判
断
し
な
が
ら
継

続
す
る
方
針
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

行
動
参
加
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

「千葉県支援共闘会議」主催で浅野社長宅へ

要請書も受け取

れないの…！

製品の信頼にも

関わる非常識よっ。

ー
全
国
事
件
ー

11
月
30
日
結
審

来
春
早
々
に
も
命
令
交
付

「
全
国
事
件
」
の
都
労

委
は
、
今
季
限
り
の
退

任
が
決
ま
っ
た
公
益
委

員
の
下
で
、
急
転
回
と

な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
争
議
団
は
、

公
益
委
員
の
退
任
情
報

が
入
っ
て
か
ら
数
度
に

わ
た
っ
て
労
働
委
員
会

や
公
益
委
員
に
任
期
延

長
を
求
め
て
き
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
そ
の

こ
と
は
動
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
事
実
と
し
て

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
10
月

24
日
の
会
社
側
証
人
に
対

す
る
反
対
尋
問
が
終
了
す

れ
ば
、
申
立
人
の
補
充
枠

２
回
廷
を
残
す
の
み
と
い

う
段
階
で
、
公
益
委
員
交

代
と
な
り
「
命
令
」
に
携

わ
る
新
し
い
公
益
委
員
は
、

そ
の
判
断
材
料
と
し
て
大

半
を
書
面
（
記
録
）
で
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
命
令
」
の

内
容
は
、
記
録
に
頼
る
だ

け
で
は
、
決
し
て
正
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
幾
度
と
な

く
開
か
れ
た
審
問
で
の

「
証
言
」
な
ど
か
ら
受
け

た
心
象
は
、
そ
の
場
に
い

た
人
し
か
分
か
る
こ
と
の

で
き
な
い
事
で
あ
り
、

｢

記
録｣

の
行
間
に
は
命
令

内
容
を
左
右
す
る
大
き
な

心
象
形
成
が
存
在
し
ま
す
。

私
た
ち
、
争
議
団
、
支

援
共
闘
会
議
、
弁
護
団
は

こ
う
し
た
判
断
に
立
ち
、

申
立
人
側
の
２
回
廷
の
立

証
機
会
を
放
棄
し
、
和
田

公
益
委
員
が
、
「
命
令
」

に
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
任
期
中
に
結
審
の
決

断
を
し
た
も
の
で
す
。

27
年
間
を
凝
縮

し
た
闘
い
へ
！

11
月
30
日
が
決
定
し
た

い
ま
、
予
測
さ
れ
る
命
令

交
付
は
来
春
早
々
が
予
測

さ
れ
、
私
た
ち
は
残
さ
れ

た
短
期
間
の
闘
い
は
、
争

議
を
初
め
て
今
日
ま
で
27

年
間
の
歳
月
を
凝
縮
し
た

闘
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
、
一
層
の
ご

支
援
を
強
く
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

そして、全国事件・市川工場事件の

一挙解決をめざします

公
益
委
員
が

11
月
30
日
で
退
任
！

明治は、差別やめろ

明治は、放射能入

りの牛乳を売るな。

（３）

「
僕
、
大
人
に
な
れ
ま
す

か
…
。」「
私
、
大
人
に
な
っ

て
子
ど
も
を
産
ん
で
も
い

い
で
す
か
…
。」

こ
ん
な
質
問
を
、
子
ど
も

た
ち
や
孫
か
ら
さ
れ
た
ら
、

何
と
答
え
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
。「

原
発
」
が
存
在
す
る
限

り
、
私
た
ち
は
決
し
て
そ
の

恐
怖
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

い
ま
、
子
供
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
と
て
も
深
刻

で
す
。「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」

と
言
わ
れ
る
所
は
、
大
き
な

単
位
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

安
全
だ
と
思
っ
て
い
る
小
さ

な
地
域
単
位
に
も
、
「
吹
き

溜
ま
り
、
雨
水
が
た
ま
る
と

こ
ろ
、
枯
葉
の
集
積
場
」
な

ど
、
高
い
放
射
能
が
測
定
さ

れ
、
子
供
た
ち
の
通
学
路
、

遊
び
場
の
公
園
や
広
場
に
も

多
数
存
在
し
ま
す
。

頑
な
に
、
拒
否
し
て
い
た

「
（
株
）
明
治
」
も
、
多
く
の

世
論
に
押
さ
れ
て
、
放
射
能

検
査
を
実

施
し
た
ら

し
い
。

東
京
の

町
田
市
の

「
吉
田
つ

と
む
」
市

議
の
質
問

に
、「（
株
）

明
治
」
は
、

「
放
射
能

検
査
を
実

施
し
て
い

る
が
測
定
値
は
政
府
の
暫
定

値
を
下
回
っ
て
い
る
か
ら
安

全
で
す｣

と
答
え
、
そ
の
数

値
は
公
表
し
な
い
と
無
責
任

な
態
度
に
終
始
し
て
い
ま
す
。

先
般
、
せ
っ
か
く
牛
乳
の

中
に
含
ま
れ
る
「
ラ
ク
ト
フ
ェ

リ
ン
」
に
「
放
射
線
防
護
効

果
を
確
認
」
と
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
っ
た
ば
か
り
で
す
か
、

「
放
射
能
は
低
線
量
で
も
有

害
」
と
い
う
こ
と
は
、
今
や
、

世
間
の
常
識
、
こ
れ
で
は
牛

乳
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。政

府
は
一
刻
も
早
く
「
ク
ー

ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
の

放
射
能
測
定
を
酪
農
家
単
位

で
行
う
べ
き
で
す
が
、
乳
業

メ
ー
カ
ー
は
、
消
費
者
の
安

心
・
安
全
の
た
め
に
も
率
先

し
て
放
射
能
測
定
値
を
、
迅

速
に
広
く
公
表
す
べ
き
で
す
。

牛
乳
の
放
射
能
汚
染

な
ぜ
、
乳
業
メ
ー
カ
ー

は
放
射
能
の
測
定
値

を
公
表
し
な
い
の
か

…
！

労
働
組
合
と
会
社
と
の
関

係
で
最
も
基
本
的
な
問
題
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
対
等
平
等
の
立
場

で
労
働
条
件･

賃
金
な
ど
を
協

議
す
る
体
制
と
姿
勢
を
確
立
し

実
行
す
る
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け

力
を
注
ぎ
努
力
す
る
か
に
あ
り

ま
す
。

食
品
一
般
ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ

の
基
本
的
事
項
を
㈱
明
治
と
の

最
初
の
団
体
交
渉
で
第
一
項
と

し
て
要
求
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
会
社
は
当
初

「（
事
前
協
議
に
つ
い
て
は
）
法

的
な
面
か
ら
判
断
し
て
、
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
回
答
。

そ
の
後
、
何
回
か
の
協
議
の
な

か
で
労
使
協
議
の
解
釈
と
認
識

の
差
を
、
双
方
が
て
い
ね
い
に

埋
め
あ
い
理
解
す
る
な
か
、
前

回
団
交
で
は
「
団
体
交
渉
の
申

入
れ
が
あ
れ
ば
誠
実
に
応
じ
る
」

と
い
う
回
答
が
会
社
か
ら
出
さ

れ
、
ほ
ぼ
合
意
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
大
小
、
形
態
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、
今
後
、
組
合
員
の

要
求･

労
働
条
件
な
ど
で
協
議

す
る
機
会
が
大
き
く
広
が
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
他
の
団
交
要
求
で
は
、

長
期
労
働
争
議
と
な
っ
て
い
る

「
賃
金
格
差
是
正
」
の
争
議
解

決
を
求
め
て
い
ま
す
。
会
社
は
、

こ
の
項
に
つ
い
て
は
「
団
交
の

対
象
外
で
あ
る
」
と
、
一
貫
し

て
ハ
ネ
つ
け
て
お
り
、
当
面
突

破
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
協
議
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
に
よ
る
食
品
へ

の
放
射
線
汚
染
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
株
）
明
治
の
学
校
給
食
牛

乳
か
ら
も
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。

当
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、
食
品
大

手
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
明
治
に
は
、

放
射
能
汚
染
か
ら
国
民
・
消
費

者
を
守
り
、
真
に
「
食
の
安
全｣

に
寄
与
す
る
大
き
な
責
任
あ
る

と
し
て
今
後
、

団
交
議
題
と

し
て
協
議
す

る
こ
と
を
要

請
し
ま
し
た
。

（
株
）
明
治
＝
団
交
で
回
答

「団
体
交
渉
の
申
し
入
れ
あ
れ
ば

誠
実
に
応
じ
る｣

労
使
間
の
基
本
点
で
合
意放

射
能
汚
染
と

「
食
の
安
全
」
で

協
議
を
要
請
！
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